
陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和５年８月号

令
和
５
年
度
自
衛
官
候
補
生
終
了
式

第
20
普
通
科
連
隊

第
６
師
団
（
師
団
長

楠
見
陸
将
）
は
、
令
和
５
年
７
月
３
日

か
ら
７
日
ま
で
の
間
、
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
「
令
和
５
年

度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲｣

を
実
施
し
ま
し
た
。

い
か
な
る
任
務
も

完
遂
し
う
る
強
靭
な

第
６
師
団
の
創
造

師
団
長
統
率
方
針

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
、
６
月
18
日
か

ら
23
日
ま
で
の
間
、
王
城
寺
原

演
習
場
に
お
い
て
「
令
和
５
年

度
第
１
次
師
団
戦
闘
射
撃
訓
練

」
と
し
て
小
隊
及
び
中
隊
戦
闘

射
撃
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
陣
地
防
御
す

る
小
銃
小
隊
が
小
隊
長
の
指
揮

の
下
、
次
々
と
現
出
す
る
敵
を

撃
破
す
る
と
と
も
に
、
個
人
携

帯
対
戦
車
弾
に
よ
り
敵
戦
車
に

射
撃
す
る
等
、
防
御
戦
闘
に
お

け
る
小
銃
小
隊
の
射
撃
練
度
を

向
上
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
重
迫
撃
砲
中
隊
の
装

備
す
る
１
２
０
㎜
重
迫
撃
砲
と
、

普
通
科
中
隊
が
装
備
す
る
81
㎜

迫
撃
砲
の
射
撃
訓
練
で
は
、
陣

地
変
換
を
伴
な
う
戦
闘
射
撃
を

実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
距
離
多
目
的
誘

導
弾
射
撃
で
は
夜
間
に
お
け
る

実
弾
射
撃
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
の
射
撃
練
度
を
向
上
さ
せ

ま
し
た
。

訓
練
で
得
た
成
果
や
問
題
点

を
よ
く
分
析
し
、
各
級
指
揮
官

は
更
な
る
探
求
心
を
持
っ
て
、

じ
後
の
訓
練
に
反
映
さ
せ
、
更

に
強
い
部
隊
を
目
指
し
て
、
連

隊
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
６
月
24
日
、
福

島
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て

「
令
和
５
年
度
自
衛
官
候
補
生

課
程
修
了
式
」
を
挙
行
し
ま
し

た
。福

島
県
隊
友
会
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
御
来
賓
の
方
々
に
ご

臨
席
頂
く
と
と
も
に
、
福
島
駐

屯
地
の
各
部
隊
長
及
び
隊
員
ご

家
族
の
参
列
を
賜
り
、
２
９
名

の
自
衛
官
候
補
生
課
程
修
了
を

祝
し
ま
し
た
。

式
辞
に
お
い
て
連
隊
長
は
、

「
何
時
如
何
な
る
時
で
も
、
即

応
し
て
任
務
を
完
遂
す
る
強
靭

な
陸
上
自
衛
隊
の
一
員
と
し
て
、

強
さ
と
優
し
さ
を
兼
ね
備
え
た

真
の
陸
上
自
衛
官
と
な
れ
る
よ

う
、
ま
た
一
社
会
人
と
し
て

「
礼
儀｣

「
謙
虚｣
「
感
謝
」
の

気
持
ち
を
持
ち
、
人
格
を
磨
き
、

誇
り
を
持
っ
て
、
日
々
精
進
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」
と

自
衛
官
候
補
生
達
を
激
励
し
ま

し
た
。

今
年
は
、
３
年
ぶ
り
に
隊
員

食
堂
で
祝
賀
会
食
を
行
い
、
隊

員
と
御
家
族
が
一
緒
に
食
事
を

共
に
し
、
心
身
と
も
に
逞
し
く

成
長
し
自
信
に
溢
れ
た
表
情
を

見
せ
な
が
ら
、
安
ら
ぎ
の
一
時

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

本
教
育
を
修
了
し
た
自
衛
官

候
補
生
達
は
、
６
月
30
日
付
で

第
20
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

荒
木
１
佐
）
は
６
月
25
日
神
町

駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
「
令

和
５
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程

修
了
式
」
を
挙
行
し
、
山
形
県

自
衛
隊
家
族
会
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
３
名
の
方
々
に
ご
臨
席

頂
い
た
ほ
か
、
在
神
町
駐
屯
地

部
隊
長
及
び
ご
家
族
の
参
列
を

賜
り
、
１
９
名
の
自
衛
官
候
補

生
課
程
修
了
を
祝
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
執
行
者
に
よ
る

令
和
５
年
度

第
１
次
師
団
総
合
戦
闘
射
撃

第
44
普
通
科
連
隊

8 1 ㎜ 迫撃砲
夜間射撃小銃小隊による射撃

中距離多目的誘導弾による夜間射撃 1 2 0 ㎜ 重迫撃砲射撃

「
修
了
証
書
の
授
与
」
が
行
わ

れ
た
後
、
候
補
生
を
代
表
し
て

第
１
区
隊
第
１
班

水
谷
（
み

ず
た
に
）
候
補
生
（
愛
知
県
出

身
）
が
「
教
育
修
了
申
告
」
及

び
「
宣
誓
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

候
補
生
た
ち
は
堂
々
と
し
た

姿
勢
と
節
度
あ
る
基
本
教
練
で

式
に
臨
み
、
自
衛
官
候
補
生
課

程
修
了
の
喜
び
を
噛
み
し
め
て

い
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
隊
員
食
堂

に
お
い
て
祝
賀
会
食
が
行
わ
れ
、

ご
家
族
と
食
事
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、
３
ヶ
月
間
の
思
い
出
を
語

り
合
う
な
ど
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

候
補
生
た
ち
は
、
６
月
27
日

付
で
18
名
が
、
７
月
１
日
付
で

１
名
が
２
等
陸
士
に
任
命
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
後
期
教
育
部
隊
に

配
属
さ
れ
、
陸
上
自
衛
官
と
し

て
の
次
な
る
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
自
衛
官
候
補
生
終
了
式

第
44
普
通
科
連
隊

２
名
、
７
月
１
日
付
で
27
名
が

２
等
陸
士
に
任
命
さ
れ
、
県
内

外
の
各
駐
屯
地
に
配
属
さ
れ
、

「
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
」
に

臨
み
ま
す
。

転出者

陸上自衛隊教育訓練研究本部
１等陸佐 荒木 貴志
（第２０普通科連隊長)

陸上自衛隊教育訓練研究本部
１等陸佐 湯舟 道彦
（第４４普通科連隊長)

陸上幕僚監部防衛部施設課
２等陸佐 日野 貞義
（第６施設大隊長兼ねて施設課長)

情報本部
２等陸佐 小畑 和之
（第６偵察隊長）

東北方面総監部人事部
３等陸佐 佐藤 堂章
（総務課長)

転入者

第２０普通科連隊長
１等陸佐 武田 宜則
（陸上幕僚監部人事教育部補任課)

第４４普通科連隊長
１等陸佐 古庄 明裕
（統合幕僚監部防衛計画部計画課)

第６施設大隊長兼ねて施設課長
２等陸佐 柳浦 健
（陸上幕僚監部防衛部施設課)

第６偵察隊長
２等陸佐 宇野 仁太郎
（統合幕僚学校）

総務課長
３等陸佐 持増 誠
（第1空挺団空挺教育隊)

式辞を述べる湯舟連隊長 代表して宣誓をする水谷候補生

表彰を受ける中島候補生祝賀会食の様子 祝賀会食の様子

申告をする２９名の自衛官候補生

本
訓
練
検
閲
は
、
第
22
即
応

機
動
連
隊
（
連
隊
長

中
本
１

佐) 

に
対
し
「
師
団
か
ら
独
立

し
て
行
動
す
る
即
応
機
動
連
隊

の
防
御
」
、
第
６
師
団
司
令
部

付
隊
（
隊
長

寺
本
３
佐
）
及

び
第
６
音
楽
隊
（
隊
長

石
村

１
尉
）
に
対
し
「
師
団
の
攻
撃

に
お
け
る
各
種
行
動
」
を
評
価

し
て
そ
の
進
歩
・
向
上
を
促
し

ま
し
た
。

楠
見
師
団
長
は
王
城
寺
原
演

習
場
で
実
施
さ
れ
た
訓
練
開
始

式
に
お
い
て
、
「
指
揮
の
要
訣

の
実
践
」
「
部
隊
の
戦
闘
力
の

組
織
化
及
び
最
大
限
発
揮
」

「
新
領
域
か
ら
の
脅
威
へ
の
対

応
」
「
安
全
管
理
・
健
康
管
理

の
徹
底
」
４
点
を
要
望
し
ま
し

た
。第

22
即
応
機
動
連
隊
は
、
現

地
に
お
い
て
敵
の
侵
攻
要
領
を

詳
細
に
見
積
り
、
強
固
な
複
合

障
害
及
び
各
種
陣
地
を
構
築
し
、

防
御
戦
闘
態
勢
を
確
立
し
て
敵

の
侵
攻
を
所
望
の
時
期
ま
で
阻

止
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
６
師
団
司
令
部
付

隊
及
び
第
６
音
楽
隊
は
、
各
種

管
理
業
務
を
実
施
し
つ
つ
、
師

団
指
揮
所
の
警
備
を
行
い
、
任

務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

楠
見
師
団
長
は
、
講
評
に
お

い
て
「
全
隊
員
が
一
致
団
結
し

て
、
任
務
を
果
た
さ
ん
と
す
る

強
靭
不
屈
な
敢
闘
精
神
を
目
の

当
た
り
に
し
、
大
変
心
強
く
感

じ
た
。
各
部
隊
長
を
核
心
に
、

更
に
練
成
を
積
み
重
ね
、
強
靭

な
部
隊
及
び
隊
員
と
し
て
更
に

前
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

」
と
述
べ
ま
し
た
。


